
■開催日時： 平成２２年１０月２３日（土） 第１部１０：００～ 第２部

■開催場所： 旭山公園（旧旭山スキー場斜面：植栽面積２．５ｈａ）

■参加人数： ◎第１部：一般参加１７６名，作業ｽﾀｯﾌ ８５名 計２６１名（１４班体制）
◎第２部：一般参加 ６２名，作業ｽﾀｯﾌ ８５名 計１５０名（ ６班体制）
合 計：一般参加２３８名 作業ｽﾀｯﾌ１２３名 計４１１名（延べ人数）



開村１２０年記念 旭山桜堤プロジェクト事業報告書

■事業の目的
緑のまちづくりや動物園を核とした地域づくりを進めると共に，動物園を訪れる多くの観光

客に対し旭川の緑や優れた自然環境をＰＲする。

■実施体制
【主催】 旭山公園活性化実行委員会（事務局：公園みどり課）

構成）旭川市，旭山を活かす街づくり市民の会，東旭川中央地区市民委員会

【協力】 旭川市を緑にする会，ＪＲ北海道労組，(財)公園緑地協会，㈱旭川振興公社
道北造園建設業協会 計５団体

■事業の位置づけ
・ 開村１２０年記念事業として，ＪＲ北海道労組から，１，２００本の桜苗木の寄付の申し入れ
を受け，地域住民との協働による緑化促進と公園維持管理を目的とした市民参加型の植樹イ
ベントを開催しました 。

イベント会場図



■参加者の募集方法について
≪イベント参加者を募るためパンフレットを作成するほか，関係団体にＰＲを行いました。≫

市民広報への掲載や近隣小学校や関連活動団体に対する呼びかけ等によるＰＲを行う
一方で，募集要項及び申込書，参加申込パンフレットを５，０００枚作成し市役所等，公共
施設窓口に設置しました。

募集要項及び申込書（見本）

住所 枚数 備考

総 合 庁 舎 ６条通９丁目 300

第 二 庁 舎 ７条通10丁目 200

第 三 庁 舎 ６条通10丁目 300

公 園 み ど り 課 ６条通10丁目 1,400 予備分

旭川市を緑にする会 100 郵送分

旭 川 市 緑 化 協 力 会 100 郵送分

神 居 支 所 神居２条９丁目 100

江 丹 別 支 所 江丹別中央 100

永 山 支 所 永山３条19丁目 100

東 旭 川 支 所 東旭川北１条６丁目 100

神 楽 支 所 神楽３条６丁目 100

西 神 楽 支 所 西神楽南１条３丁目 100

東 鷹 栖 支 所 東鷹栖４条３丁目 100

中 央 公 民 館 ５条通20丁目 100

永 山 公 民 館 永山３条19丁目 100

東 旭 川 公 民 館 東旭川町上兵村544番地 100

神 楽 公 民 館 神楽３条６丁目 100

末 広 公 民 館 末広１条２丁目 100

江 丹 別 公 民 館 江丹別中央 100

東 鷹 栖 公 民 館 東鷹栖４条３丁目 100

神 居 公 民 館 神居２条９丁目 100

西 神 楽 公 民 館 西神楽南１条３丁目 100

北 星 公 民 館 北門町８丁目 100

新 旭 川 公 民 館 東３条７丁目 100

春 光 台 公 民 館 春光台３条３丁目 100

愛 宕 公 民 館 豊岡７条９丁目 100

東 光 公 民 館 東光10条３丁目 100

中 央 図 書 館 常磐公園 100

末 広 図 書 館 末広３条２丁目 100

永 山 図 書 館 永山３条19丁目 100

東 光 図 書 館 東光６条４丁目 100

神 楽 図 書 館 神楽３条６丁目 100
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■式典及び来賓等

≪イベント開始前には開会式を行いました。≫

１ 開会 (司会：旭川市土木部公園みどり課 大久保 啓子）

２ 主催者挨拶 旭山公園活性化実行委員会 検討部会長 中川 希一

３ 桜苗木贈呈(第1部) ＪＲ北海道労組 執行委員長 佐藤 定行 様

４ 来賓挨拶 (第１部) 旭川市長 西川 将人 様

(第2部) 旭川市土木部長 小寺 利治 様

５ 作業説明 旭川市土木部公園みどり課 太田 誠二

６ 閉会

主催者代表の挨拶です！ ＪＲ北海道労組さんへ感謝状の贈呈です！

西川市長から挨拶をいただきました！！ 第１部で約２６０名の参加者が集まりました！



■植樹作業の状況

・ イベントの進行管理，緊急時対応のため大会本部を設置。植樹範囲を２０ゾーンに分割し（１
箇所当たり６０本，1,200m2程度），各班にリーダー１名，サブリーダーＡ１名，Ｂ２名，サポーター
１名を配置，一般参加者１０～１３名程度の計１５～１８名の体制とする。班単位で作業を実施し
ました。 （一人当たり４本程度を植樹）

・ その他，旭川市の「ゆるキャラ」（あさっぴー）を登場させたり，植樹作業終了後の記念写真や，
豚汁の無料配布によりイベントを盛り上げました。

あさっぴーも活躍しました！

西川市長も一緒に植樹しました。 急斜面にもめげずがんばりました！

景色もサイコー！ 手際よく作業は進みます！



■植樹作業の状況

紅葉もとっても綺麗でした 子どもたちもがんばりました。

大人になったらまた来るね！ 仲間同士で記念写真！

あさっぴーは子どもに大人気！ あさっぴーの決めポーズ！



■イベント開催後の感想と今後の課題

・ 当日は，天候にも恵まれ，トラブルや事故等も無く，円滑なイベント進行となりました。１，２０
０本という植樹本数の多さや，旧スキー場跡地といった現場条件の悪さから，作業が難航するこ
とを想定していましたが，事前に作業通路の設置や地盤改良，苗木の仮植えまでを行ったことや，
当日は，ゾーン分けの班体制によるサポート体制を充実させたことから，参加人数は想定を下
回っていましたが，作業時間は大幅に短縮できました。

・ 参加者の募集については，各種マスコミに報道依頼していましたが，途中，関係者間の協議が
難航し，そのタイミングが遅れたことや，他の１２０年イベントと重なり，特に注目されず，大きな
記事として取り上げてもらえませんでした。しかし，結果として，市民広報や関係団体への呼びか
けだけで，２００名以上の参加が得られたことは，植樹に対する市民の皆様の関心の高さが伺え
るものであり，今後も，こうした植樹イベントについては，ＰＲ方法を工夫することで，一定程度の
参加者確保が可能と感じました。

・ 今後，こうしたイベントの実施に際し，当日の作業や主催者と参加者の役割分担を見直しなが
ら，参加者の皆さんにもっと，達成感ややりがいを感じてもらう工夫をすることで，事前準備の軽
減や，コスト縮減を図ることが可能と感じました。また，今回の豚汁の無料配布やイメージキャラ
クターの起用といった演出も，イベントを盛り上げる上で非常に効果的であり，参加者の皆さんの
記憶や思い出に残るような工夫も大事なことだと感じました。

・ なお，植樹した苗木の維持管理については，その発育状況や害虫の発生状況，景観等に配慮
した管理手法の検討を行いながら，地域と連携した維持管理体制の強化，充実を図っていくこと
が今後の大きな課題と考えております。今後も地域の皆さんと連携しながら，こうした課題解決
に向けた取組を行っていくことが必要と考えています。

【春に会える丘】

みんなで植えた
１，２００本の桜を
是非，見に来てく
ださい！


